
江戸時代庭園における西湖景観の表象と表現

一漢詩文史料の考察を通して一

李 偉

ーはじめに

「移天縮地」という神仙思想を表す道教的言葉は中国の庭園景観の表現によ

く使われ、自然景観あるいは神仙思想を代表とした人文景観を庭園に縮小して

表現する意味である。同様な意味で日本庭園には「縮景」という言葉がある。 『岩

波日本庭園辞典』には縮景に関するよくまとまった解説がある。「各地の風景や

名所を、縮小して庭園に取り込む手法。比較的写実的に縮小する場合と、象徴

化して縮小する場合とがあるJ1）となっている。庭園は各時代の人々が信仰した

り、面白く，思ったり、憧れたりしていた理想世界を表現したものである。

日本で名所の風景を庭に写すことは、古く平安時代からの伝統である。日本

最古の作庭理論書－ 『作庭記』（平安から鎌倉時代にかけて成立）のはじめの部

分には縮景のことが記されている 2）。 「国々の名所をおもいめぐらして、面白

き所々をわがものになして大姿をその所になすらえてやわらげ立つべきなり」

とある 3）。 これは寝殿造り庭園の作庭基本を示すと共に、庭園の縮景法の基本

をも明記したものと考えてよい。自然に学び、その風景を写しながらも、「おも

しろき所々」を選ぴ、取って表現しているところが、自然をそのまま原す大で写

しとるイギリス風景式庭園と異なる点である。自然を縮小して表現する造園法

が、日本庭園の伝統となって現代にも影響を与えているのである。

縮景のテーマは時代の関心により異なっている。江戸時代になってから縮景

の傾向がきわめて強くなってきた。庭園景観に富士山や東海道五十三次の景な

ど、日本国内の名所地が取り入れられるとともに、海外の景観、特に中国の名
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勝を好んで圏内で表現する動きが見られた。こういった時代背景のもとに西湖

十景が日本庭園にとり入れられ、俄かに多くの庭園で模倣され、 一世を風廃した。

海外との人的移動が厳しく制限された江戸時代において、体験したことのな

い異国の景観を表現しようとする意欲はどこから来たのか。そしてどのように

庭園という生活空間で表現したのだろうか。本稿では、日本庭園における西湖

表現をケーススタデイーとし、江戸時代庭園における景観受容のあり方を考察

したい。

二 西湖イメージの輸入と変遷

西湖は中国随一の景勝地として世界的に有名である。三山一湖の景観につい

ては、唐代から宋、明、清を経て現在に至るまで、多くの史跡と詩が残されて

いる（図 1）。12、3世紀、南宋時代から画題や詩題として 「西湖十景」 4）が択

ばれ、名勝としての地位が確定された（図 2）。西湖の景観は中国の各地で模倣

され、中国人の好みの景観のーっとしてパターン化された。明代になると、中

国全土で西湖と呼ばれるところは36箇所に達した。

本稿のテーマの中心となる「西湖堤」の由来についてだが、北宋時代の詩人

の蘇東坂 0036-1101）は杭州在任中、西湖の西側に約二キロの長堤を築いた。

彼の苗字を取って「蘇堤」あるいは「蘇公堤」と呼ばれるようになった。荷車

が二台並んで通行できるほど立

派なものであった。堤で二分さ

れた湖を往来する船のために、

堤には石造りの太鼓橋が六つ架

けられていた。堤と橋は一体に

なっており、 「蘇堤六橋」の景が

成立した（図 3）。これは西湖の

代表的景観であると同時に、西

湖十景の筆頭になる「蘇堤春 図1 現在の西湖筆者撮影
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暁」としても親しまれてい

るO 西湖にはもともと、白居 主

易に因んだ白堤もあったが、

蘇堤と一括して日本では「西

湖堤」と呼ばれていた。

西湖景観は古くから日本に

知られていたが、日本庭園へ

実際に写されるのは江戸時代

になってからのことであ

る。西湖に対するイメ－ ;, 

ジの変遷がその要因の一

つにあげられる。

まず、西湖の畔の孤山

で祭られている「三賢」

の詩作を通して西湖の持

つ伝統的イメージを見て

みたい。「三賢」はそれぞ

図2 西湖全図 『西湖志』巻3より

図3 蘇堤春暁 『西湖志』巻3より

れ歴史に名高い詩人の白居易（772-846）、林遁（967-1028）、蘇戟（蘇東坂）

(1036-1101）を指している。

白居易は822年から三年間にわたり杭什｜の官僚になった人物で、 『白氏文集J

における西湖の名文13首がこの時期に書かれたとされる。春の西湖の美景が「銭

塘湖春行Jに書かれている 5）。

乱花漸欲迷人眼

浅草才能没馬蹄

最愛湖東行不足

緑楊陰裏白沙堤

乱花漸く人眼を迷はさんと欲し

浅草わずかによく馬蹄を没す

最も湖東を愛し行けども足らず
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そして、西湖の孤山に鹿をむすび、梅妻鶴子の隠居生活を送っていた林遁

(967-1028）はよく西湖に小船を浮かべ、詩を作った。中でも「山園小梅」は詠

梅の名吟として人口に贈突している。まばらな枝は、横に斜めに、浅い清らか

な水に影を落としているし、おぼろな月の光の中を、その香は、どこからとも

なく漂ってくるという幻想的な世界に導いてくれる詩である 6）。

疎影横斜水j青浅

暗香浮動月黄昏

疎影横斜して水は清浅

暗香浮動して月は黄昏

中国で西湖景観をもっとも有名にしたのは、北宋時代の蘇東坂である。彼は

歴史に名高い詩人であり、二度杭州の地方官に任命された官僚でもあったD 蘇

東坂は杭州に住んで一千首の詩を作ったと自慢したことがある。日本で広く詠

まれる蘇東坂の名詩に「伏湖上初晴後雨」（湖上に飲む初めは晴れ後雨ふ

る）がある。

水光激艶晴方好。

山色空濠雨亦奇。

欲把西湖比西子。

淡粧濃抹総相宣。

水光激艶として晴れて方に好く

山色空濠として雨も亦た奇なり

西湖を把って西子に比せんと欲すれば

淡粧濃抹総て相宜し 7)

この詩は照寧6年 (1073）正月21日に、蘇東坂が西湖で宴会をした際に作ら

れた。晴れ渡った西湖と雨の景色の違う妙趣を観察した詩人の脳裏には、たち

まちあの名高い四大美人の一人一西施のおもかげが浮かんできた。西湖の風光

は「薄化粧も厚化粧もよろしいJという。

西湖景観の見方の定型化が白楽天と蘇東坂らによって始められたといっても

過言ではない。白楽天による春の西湖を絵と見る直輸、晴雨の西湖を美女に見

立てる蘇東坂の隠輪、林遁による孤山の隠棲と仙境化、これらは僅かな例にす
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ぎないが、それぞれが魅力的な西湖に対する見方を後の世へ伝えていったので

ある。

西湖景観の日本輸出の経緯を辿ると、 838年に伝来した白居易の『白氏文集J

が濫暢であったといわれる 8）。 しかし、千首以上の詩を収録した 『白氏文集』

では、西湖景観を詠った詩はわずか13首しかなかったので、日本ではそれほど

注目を集めなかったようである。

先行研究によれば、 13世紀～16世紀までに帰国した五山の禅僧によって書か

れた 『五山文学全集J、『五山文学新集Jの中には、西湖に関する記録が381首も

あるという 9）。 そのなかで六橋についての記述は26回、蘇公堤は12回も数えら

れる。蘇東坂の詩句も高頻度に登場するが、五山文学の全盛であった鎌倉 ・室

町時代の日本では、西湖は美しい名勝というよりは詩文上の隠逸世界としての

イメージ、が強かった。日本庭園に西湖の造形的表現がなされることはなかった。

江戸時代になって、西湖はついに日本庭園に表現されるようになった。その

背景には、鎖国による海外への憧憶もあったと考えられるが、西湖に関する書

籍の輸入は大きな役割を果たしたと考えられる。中国からガイドブックや地方

誌などの漢籍が輸入されて、それにともない、知識人層だけではなく、 一般の

民衆にまで知名度が高まったことは看過できない。西湖は江戸時代の人々にとっ

てなじみのある景観であると同時に、憧れの景勝地としてイメージされるよう

になり、庭園の中に表現されるようになった。

三 西湖に関連する漢籍の輸入

西湖に関わる漢籍についてみてみよう。

日本庭園に造られた西湖堤を観賞し、そこから中国の景観を連想するには、

無論共通する知識と教養が要求される。一度も中国に行ったことのない人たち

もこれらの風景にあこがれを抱いていたであろう。鎖国後、日本人の海外渡航

が固く禁じられたため、西湖に関する情報源は、 主に漢籍の輸入に頼るしかな

かった。西湖に対するイメージの変容は中国から伝来した漢籍が大きな役割を
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果たしたと考えられる。

江戸中期以降、「西湖遊覧志」（1547）や「西湖志」などの輸入と同時に、出

版業の発達に伴って、西湖十景は上流階級にとどまらず、 一般の民衆にも知ら

れるようになった。江戸時代の漢籍の輸入に関しては大庭修氏の研究がある10）。

大庭氏の資料から、西湖に関する漢籍が日本に輸入された年代とその輸入形態

西湖に関する漢籍の輸入表

書 名 輸 入 年 輸入形態

西湖佳論 享保20年（1735) 3部

西湖｛圭話 元禄13年（1700) 1部

天保15年（1844) 15部

西湖撤勝 元禄8年（1695) 1部

西湖志 元禄12年 (1699) 1部

宝暦 9年 (1759) 15部

宝暦10年 (1760) 第4冊2部

寛政12年（1800) 4部

寛政12年（1800) 2部

寛政12年 (1800) 5部

嘉永 2年（1849)5月 1部

西湖志纂 寛政5年（1793) 1部

西湖拾遺 寛政3年（1791) 1部

弘化 2年（1845) 1部

西湖書院記 弘化2年（1845)5月 1部

弘化3年（1846)5月 1部

嘉永3年 (1850)5月 1部

嘉永3年（1850)5月 2部

西湖遊覧志 正徳元年 (1711) 1部

西湖覧勝記 天保11年（1840) 1部

大庭惰編著『江戸時代における唐船持渡書の研究Jより作成
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を表にまとめた。それによると、 17世紀の末頃から中国の景観に関する漢籍が

盛んに伝来した。西湖関係の本には、 『西湖佳論』、『西湖佳話J、『西湖撤勝J、

『西湖志J、『西湖志纂』、 『西湖拾遺J、『西湖書院記J、『西湖遊覧志』、『西湖覧

勝記Jなどがあり、多くの文人がこれを手にしたと思われる。そして、公式の

輸入のほかに、中国からの帰化僧や帰化人による伝来も加わり、かなりの量の

書物が日本に入ってきた。当時、日本国内の受容が多かったからであろう。

西湖に関連する漢籍のほか、中国から名勝の遊覧記や名勝図会、中国庭園に

関する理論書など、当時中国でも大量に翻刻された景観に関する著書が多数輸

入された。これらの書物は日本に中国の景観を紹介した。そして、その中の漢

詩や漢文から美景表現の仕方も伝来し、日本の漢詩文にこれらの表現方法が多

く受け継がれたと考えられる。

江戸時代の庭園に西湖のモチーフが流行っていたが、その背景に庭園と景観

関係に関する書籍の流通が大きな役割を果たしていた。もう一方では、中国の

景観に関する絵画作品の流入も日本の庭園景観に大きな影響を与えた。庭園に

自然を模倣することにより山水美を構成し、山水画的構成を意図することは、

作庭家の常識的理念である。

日本では西湖を描いた絵画作品は14世紀からあり、鎌倉・室町時代を経て、

江戸時代に入ると、画題としてさらに愛用されるようになった。これらの作品

は大名屋敷や寺院内に扉風や襖として装飾され、鑑賞する側に共通のイメージ

を付与する役割を果たした。絵の詳しい分析は他稿に譲るが、これらの西湖図

に共通するのは、 実際の西湖景観をリアルに表現しようとする点である。庭園

のなかで実際に縮景されるときは、 一部分だけが誇張され、表現された。この

意味で絵画に描かれた西湖堤は、庭園における表現よりも実景に近いことが認

められる。実際の造園にあたっては、庭園の地形を考えながら、前例を模倣し、

さまざまな西湖堤の表現が生まれたものと考えられる。
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四 大名庭園での西湖表現と特徴

以上のように、中国から輸入されてきた漢籍によって、西湖のイメージが作

りあげられた。中国景観の西湖を大名が築いた庭園の中で具体的造形をもった

が、それらのうちから年代順に四つの代表例を取り上げて考察してみたい。

1 .水戸家の小石川後楽園

小石川後楽園は寛永6年（1629）から造営が始められ、江戸初期に成立した

典型的な回遊式庭園である（図4）。大泉水を中心にして、大堰川、 白糸滝など

日本の名所をモチーフとしたデザインや、西湖堤や円月橋など中国趣味のデザ

インが圏内各所に取り入れている。この庭園は、江戸初期の名園として、他の

大名庭園に多大な影響を及ぼした。特に2代藩主徳川光園により大成させ、朱舜

水や人見道生（卜幽軒）など儒者との交遊が後楽園の景観構成に大きな影響を

与えたと考えられる11）。

寛文9年 (1669）朱舜水が

書いた 「遊後楽園賦井序」

は、光園時代の後楽園を理解

するための重要な文献であ

る。そこに「吾が遊覧に至る

処、斯園殆ど天下に於いて甲

なるかなJ12）と書いてある。後

楽園の景観は天下無双の美景 図4 小石川後楽園の「西湖堤」筆者撮影

と絶賛されている。朱舜水は光聞が深く師事したと伝えられる中国・明からの

亡命者であり、彼が後楽園の唐門、西湖堤、及び園月橋などの設計に深く関与

したことは、従来の研究で指摘されている 13）。 『遊後楽園賦並序』には 「暫し召

伯の堂に休み、蘇公の阪に容与すJ14）のように「蘇公之坂」が登場する。

しかし、朱舜水は西湖についてそれほど詳しい人物で、はなかったようである。

西湖堤の造築に関する次のような面白い記録が 『渡漫幸庵対話Jに残っている15）。

渡辺幸庵 （1582-1711）は台徳公、忠長卿に奉仕してから、中国にわたり42
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年間生活してきた。中国の諸州を見て廻り、見聞が豊富であるうえ、長寿であっ

た。加賀藩主の徳川綱紀が家臣を命じて彼の話を聞き取りした。その対話集は、

後に 『渡遁幸庵封話Jという一巻の書物になった。西湖に関しては寛永6年2月

26日の対話の中に、 30日間をかかって西湖を巡見した、とある16）。

水戸光園は以前朱舜水という中国人に頼んで庭に西湖を作らせたが、それは

もとの西湖景観と違うのではないかと感じた。そこで光園は、渡辺幸庵を呼ん

で改造してもらった。幸庵は中国に行ったときの見聞をもとに、梅柳の所在地

とか、沈石の伏せ方とかを悉く直した。改造した後、光固に西湖の絵図を献上

し、庭と比べてみると、絵図上の描写とまったくかわらなかった。幸庵は、絵

図を頼りに庭景を作るなら当然相違が出るが、実経験をもとに園景を作れば絵

図と合致するであろうと述べた。「舜水ハ西湖をハ終に見不申槍図にて考致たる

推察の旨申上候得ハ水戸様御笑被成御入候」とある。朱舜水は実際に西湖を見

たことがなく、絵図を見て推察し、西湖堤を作成した。そのことを聞いた水戸

様は笑ったのである。

小石川後楽園の西湖堤は、朱舜水の 「イメージの具現」であった。動乱期の

明末に生活した舜水に風流な遊楽を求めても無理な話ではある。大名庭園の中

で、 最初の西湖堤の誕生は実物の模倣ではなく、絵画による想像の産物であっ

たことに注意しておきたい。

2.大久保家の楽寿園

江戸湾の埋立地に造られた

四代将軍家綱の老中大久保忠

朝の「楽寿園」（旧芝離宮庭

園）にも立派な西湖堤が架

かっている（図 5）。

楽寿園は延宝6年（1678)

に造営が始まる。貞享 3年

(1686）に書かれた「楽寿園 図5 楽寿園の「西湖の堤」 筆者撮影
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記」には堤の新築に関して、次のような記事がある。

新築一道長堤・・・・・・稚松之立立植欲比蘇堤之柳百尺姿棟梁之勢有待罵略約之横

吟断橋之雪耶柳観花港之魚耶17)

「楽寿園記」にあるように、 一本の道の向こうに長堤が新たに築かれ、それ

が中島にかかっていたこともほぼ確実である。植えたばかりの稚い松が育つの

を期待して「蘇堤之柳百尺の姿」といっているD 「略約（一本橋）Jというのは、

他の橋を指すとも考えられるが、西湖の六橋のうちの一つの橋をもって蘇堤を

表現している現在の姿を見ると、略約が蘇堤を示しているとも読み取れる。

いずれにしても、「断橋之雪J、「花港の観魚」など、前にあげた西湖十景に含

まれる章句が使われていることから、長堤は、西湖を強く意識して作られたこ

とがわかる。なお、作者の菊i車という人物は、高名な儒者木下順庵の第二子で

ある。儒教知識の豊富な学者が、日本の景観を表現しようとするとき、最初に

頭に浮かんできたのが中国の景観であったことは想像に難くない。

3.浅野家の縮景園

広島の縮景園にある西湖堤は日本庭園におけるの西湖堤表現の代表格である。

跨虹橋と名付けられ、庭園の最も目立つ位置にある。直堤と半円橋の組み合わ

せであり、アーチ型の橋である（図 6）。

縮景園は広島藩初代藩主の

時代に造営されたが、宝暦8

年（1758）の火災で圏内建物

は焼失し、 1783年から 8年を

かけて大改修を行った。跨虹

橋の造営もこの時期のニとだ

と記録されている。架橋工事

は一度目が取り壊しとなり、 図6 縮景園の「跨虹橋」 筆者撮影
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再度の建て直しによってようやく重歳を満足させることができ、今日の形となっ

た。庭師の七郎右衛門は後に、中国から輸入する生糸の買いつけをする京都の

豪商となった人物である。中国通の商人であり数寄者でもあった彼によっては

じめて、跨虹橋のような大胆なデザインが可能になったと考えられる。

4.紀伊家の養翠園

養翠園が位置する和歌浦は古来歌枕の名所として知られている。「養翠園」
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図7 養翠園の「三つ橋」 筆者撮影

と孤山を表すために圏内に小丘、孤山と太鼓橋が配されている。つまり、蘇堤

を中心とした西湖全体の雰囲気を考慮に入れた設計である。和歌浦という万葉

集に歌われた古代からの名所を、世界の景勝地である西湖の風景づくりをテキ

ストとして江戸期の和歌浦としてまとめあげ、庭園に再現したのが養翠園であっ
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5. 日本庭園での西湖表現の特徴

以下に、四つの庭園における西湖堤の概要を簡単に表で示してみた。

園 名 堤の名前（現在） 成立年代（推定） 作庭者或は関連人物

小石川後楽園 西湖堤 1661-1669 朱舜水

楽寿園 西湖の堤 1678-1686 大久保忠朝

縮景園 跨虹橋 1783-1790 七郎右衛門

養翠園 三つ橋 1819-1826 徳川治宝

小石川後楽園に造られた最初の西湖堤は、目立たないところに位置し、略式

の蘇堤による象徴的な表現であった。楽寿園の西湖堤は誇張された表現が見ら

れ、それが庭景に欠かせない重要な部分となっている。縮景園の跨虹橋になる

と、園の中心となる本格的な石の扶橋が造られている。時代が下るに従って、

江戸後期の養翠園に至っては、部分的な表現から西湖の全体的雰囲気を考慮し

ながら景観構成が行われるようになった。

日本の近世庭園においては、西湖という古くから文化人が憧れた景勝地をコ

ンパクトに取り入れることが一種の風流となり、時代の流行にもなったと思わ

れる。例にあげた四つの大名庭園のほか、千波湖 （水戸）、栗林公園、浴思園、

三郭四園（奥州白河）、識名園（那覇）などでも、それぞれ違う形で理想の風景

を構成している。それらの景観構成のモデルは西湖の景観であった。

五 景観評価の基準になる文献上の西湖

以上は大名庭園で西湖をどのように表現したかを考察したが、今度は、江戸

時代の日本人が書いた文献の中から、西湖のイメージをみてみよう。江戸時代

の文人が記した遊覧記や詩文の中に、西湖の表現がたくさん残っている。以下

は、西湖を取巻くいくつかの間題を取り上げて、江戸時代の景観認識に西湖が

果た した意味を考察したい。
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1 .西湖十景の詩文上の忠実な再現
く ぜひろゆき

「像間亭」は江戸前期の老中、大和守久世康之 (1609-79）の邸宅にある。

正保年間の地図に久世贋之の邸は今の代官町と記されている。寛永図に同邸を

戸田采女と記すところをみれば、康之がこの邸を賜ったのは、寛永（1624-

1643）の半ば以後であった。倫間亭築造はその後になるであろう。「倫間亭記」

については正保4年 (1647）の 『羅山先生文集Jに記されている18）。

それによれば、倫間亭から見られる景観は、眺望に富んでいると強調されて

いる O 武野の草、富士山の雪、東西南北、四季の景色が堪能でき、東海の遠帆、

海に浮かんでいる島々が見え、風雨の中に官道を往還すると、蘇公の長堤を思

い出される。これらの佳景を選んで十景を作った。姑熟十詠、西湖十景、すべ

ての美景を縮小して倫間亭の中に表現しようとした。

倫間亭十景の命名はあきらかに西湖十景を念頭に入れながら作ったものであ

ろう。『鷲峯先生林学士詩集』にも「和州大守久世君倫問亭十景」の詩がある19）。

西湖十景と対照すれ

ば、朝対夕、鐘、鷲、

月、橋、峯などのキー

ワードの一致や、詩に

表現された雰囲気が酷

似していることから、

倫間亭十景は西湖の十

景を正確に模倣して

作ったものであろうと

推察できる。以下の表

は対象になる景観を図

式化したものである。

倫間亭十景と西湖十景対照表

倫間亭十景 西湖十景

玉殿朝敵 雷峰タ照

暮楼鐘聾 南扉晩鐘

竹林黄鴛 柳浪聞鷺

喬松杜鵠 柳浪聞鷲

海上遠帆 三j車印月

楓山蹄鳥 花j巷観魚

武野草花 曲院風荷

御池秋月 平湖秋月

官道長堤 蘇堤春暁、断橋残雪

士峯積雪 双峰挿雲
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2.濡湘八景と西湖十景

勝林山金地院は、江戸の芝に位置し、増上寺の西切通の上にある（図 8）。当

時の金地院の景観は江戸名所図会に描かれている（図 9）。寛永19年（1642）に

金地院の二代住職元良が自分の選んだ十二景を詩題とし、五山の詩僧および幕

府の儒員に嘱して、詩を綴らせ、それは「江陵金地十二景詩軸」として侍存さ

れている。

詩軸の序文の冒頭に「灰聞、異域西湖之勝、難無辺八其景。八者以四乗。四

今重以四乗八、所以緊之景十二也。20）」とあるように、江陵金地十二景を選出し

た根拠は中国の西湖景観であった。 四

の倍数に数える命名法は周天の度、大歳

の数だと考え、十二景を選んだのも同じ

原理に基づいたものであるという。この

ように十二という数字の意味が大事であ

り、天理に沿う数字が命にかかわる魔力

を持っていると信仰されていた O しか

し、「灰問、異域西湖之勝、難無辺八其

景J（異国の西湖に美景が多数あるけ

ど、八という数字

でまとめられると

聞いたことがあ

る）とあるから、

十と知りつつ、十

二に替えたのであ

る。文章の中に

「残山剰水、千態

高貌、朝化暮変、

疎雨淡煙、不可勝

図8 金地院浜田義一郎編『江戸切絵図』
東京堂出版 1974年より
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図9 金地院鈴木裳三・朝倉治彦『江戸名所図会』
上巻角川書店 1975年より
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蓋相Jなどの言葉から、濡湘八景の影響が見えなくもないことから、ここの「八

其景」は漏湘八景と混同したものではないかと考えられる。

漏湘八景は西湖十景とほぼ同時期に日本に伝来した中国の景観であり、江戸

時代に日本各地に00八景ように濡湘八景をちなんで名所が作られた 21）。しか

し、庭園で、は漏湘八景は造形上に流行ってはいなかった。その原因は漏湘八景

と西湖十景の特徴から説明できると考える。

漏湘八景は宋の画家の宋迫によってが作られた画題であり、平沙落雁、遠浦

帰帆、山市晴嵐、江天暮雪、洞庭秋月、満湘夜雨、煙寺晩鐘、漁村落照の八景

を指しているD この八つの風景は、すべて「場所＋景物Jの組み合わせであるO

場所を表わす言葉に、具体的な地名を用いるのは「洞庭Jと「j請湘」の二つだ

けである。しかも漏湘八景の全体を含む大きな地名であり、特定の場所を指し

てはいない。ゆえに画家や文人により豊かに想像させるものとなっていた。西

湖十景も「場所＋景物」の形を取ったが、前にあげた西湖十景には、蘇堤、南

北双峰、柳浪橋、花港、曲院、平湖、南扉山、 三i車、雷峰塔、断橋などいわゆ

る珍景の羅列になっている。j粛湘八景よりかなり具体性をもっていることから、

絵画作品に西湖をリアルに描かれた理由もそこにあるのかもしれない。ある意

味ではあいまい性をもっている満湘八景は日本にすぐ溶け込んだ。それに対し、

西湖は絵画や文字上の忠実な再現から異国景観として’憧れられてきた。

j薪湘や西湖などの名高い景観を用い

て自国の景観を引き立てるというレト

リックは「永代島九景Jにも用いら

れ、効果的に作用している（図10）。延

宝9年 (1681）、僧の周光は永代島の九

景を選んだ。それを題とし、詞僧らに

詩を作らせた 22）。古来、景観を選ぶと

き、八景や十景が慣例になっている

中、ここに選ばれた九景は偶然ではな

＇＂芦

司、

＝壇~ニ2幽副 ，~ 一一寸セ－－－

図10 永代島九景 『東京市史稿遊園

篇第一』より
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かった。元禄2年 (1689）、谷蓬山の「大栄山永代密寺記」に永代島九景の由来

が紹介されている。

（前略）遠而鰭之、則築波山連雲、秀子東北、富士峯載雲、聾子西南。糖、

房之群嶺相列相畳、恰似霊園也。幸為庭際之仮山也。（中略）嘗摘此等之佳

景絶、惣以為九景也。想、夫或添ー景於漏湘、或減ー景於西湖者、量無意哉。

於是詩人歌客、題詠不鮮23）。

永代島から遠望すると、東北に筑波山の連雲、西南に富士峯に載せた雲、線

房の山々が重層に配列し、まさに絵画のような景色が展開する。これらはすべ

て庭の仮山に見なすべきだという。ここに、宇宙を縮小して庭の中に表現する

伝統的な作庭思想が見えてくる。

これらの住景を選びて九景を為す。漏湘八景に一景を添えるか、或は西湖十

景からー景を減らすことになる。意味深い選出であるゆえに文人墨客の題詠が

盛んに行われたという。永代島九景は中国景観の選出方法に則っとったが、明

らかに中国の景観と区別をつけようという意図が指摘できる。

3. 「橋」に込めたメッセージ

中国の西湖には10の代表景観があるが、日本の庭園では、西湖堤という橋を

もって西湖全体の景観を表出しようとしている。その原因はいろいろ考えられ

るが、橋という造園にはなじみの深い、造景上によく使われる手法で庭景を構

成するのが、庭の鑑賞者にとって最も印象深いことだからである。橋に込めら

れる江戸人の強い関心がやがて庭園に反映したと思われる。それを理解するた

めに両国橋の例を紹介しよう。

両国橋は明暦3年（1657）の大火の苦しい経験にもとづき、火災後の復興施

設のーっとして万治3年 (1660）には隅田川に架設された。大橋と命名され、

のちに両国橋と改名された。図11は江戸名所図会に描かれる両国橋の盛景であ

る。扇子を開く形にしている橋の上から眺望の美しさと、両岸の賑わいによっ

-60-



て江戸市民に親しまれ、こ

の橋の下流あたりを両国川

とよぶようになり、遊山船

の遊興や花火の年中行事な

どでつねににぎわってい

た。まさに江戸の繁盛の象

徴になる場所であろう。『鷲

峯先生林学士文集』の万治3

年（1660）の条にある「武

図11 両国橋 『日本図会全集第一回』 吉川弘文館

1927年より

総長橋望富士山記」という記事にその繁盛ぶりが現れる。

巨橋百尺之長虹、落雲横摂於武総之問。俗謂之両国橋 24）。

これは両国橋から遠望した富士山の美景であるD 百尺を超える巨大な橋で、

虹みたいに武総の聞に長く横たわっている。それが俗にいう、両国橋である、

というのだ。さらに、この橋から遠望した富士山は無双の絶景だという。千秋

の雪が富士山の上にかぶり、けっして消えることがない。万里の流れが無尽の

海に入るという雄大な景観を鑑賞しながら、最後に評価を下すときに、西湖の

橋が登場する。次の記述がそれである。

誰謂西湖之橋為佳境乎。争及両国之橋、檀壮観哉 25）。

西湖の橋は佳景だとよく言われるが、両国の橋はそれに劣らない壮観である、

と述べている。このような民衆生活の交歓の場である橋が儒者の詩によって中

国の風景を想像させ、いっそう魅力を増した。西湖は美しい景観の評価基準に

なるシンボル的存在である。両国橋がそれに匹敵すると主張することによって、

自国の景観を誇っているものと考えられる。
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4. 「西湖」の認識に潜む大名の自然観

「江風山月楼」は小田原城主稲葉正則 (1623-1696) （美濃守）の中屋敷の別

号である。『江戸名所図会Jによると、江風山月楼は寛文2年（1662）の春から

作り始め、翌年竣工した。江戸城の東南の海辺を埋め立てて作られた 26）。『鷲峯

先生林学士文集Jの1663年の条に「江風山月楼記」がある。この記によると、

楼多盛状然其中四吋常有而寓古不変者江上清夙山岡明月也以是明楼者不亦宜

乎27)

楼にはたくさんの勝景が数えられるが、四季にわたり常に存在し、万古不変

の景観として、江上の清風、山間の名月がある。それゆえ、楼に 「江風山月」

の名前をつけたという D ここで楼から見られる大自然の景観が、不変の景とし

て認識された。楼に登れば、遠くには富士の雪、品川、房州の山々、寓里の片

帆などを遠望でき、近くには、江戸城の千門万戸、漁船の往来、などが眼下に

入るという。

中半三韓之遠亦可以通潮可以同津贋覧之築不亦大乎加之ー庭開三池以引

海潮築士三堤以界破之明月臨於此則努霧干西湖三j車之印倍葎子洛西贋淳之

光而絶勝子洞庭之秋影池中有三島如縮蓬莱麗洲方丈於照尺如移熊野之三山

於此お）。

遠く中華、 三韓までも努霧とさせるような壮大な眺望であると捉えられてい

る。圏内の庭に潮を引くため、 三つの池を設け、それを区画するために長堤を

築いている。名月がここに照ると、西湖の「三浬印月」の景に似て、京都の贋

i宰池や洞庭湖の名月よりもすばらしいという。江戸からみる京都の名勝も中国

の名勝と同じような異国空間になるのかもしれない。西湖、贋i畢池、洞庭湖な

ど、日本内外の美景を想定し、また自由に比較することにより、江風山月楼の

つ山6
 



景観を一層引き立てていた。

5. 「西湖」に対する科学的認識

江戸中後期になると、西湖景観を単なる憧れの対象としてとらえるのではな

く、より客観的に精綴に評価しようとする知識人の姿勢も見られる。『日本随筆

大成』のなかから興味深い例を一、二紹介しよう。
あまのきだかげ

まず江戸時代中ごろの尾張藩藩士天野信景 （1663～ 1733）の著書 『塩尻』に

西湖に関する記述がある。

西湖志纂要、西湖の図をのせはべる。湖のまはりの山岳大かた寺院なり。

我邦仏寺のいたづらに多きも等しきにや29)

天野は 『西湖志Jをくまなく読み解き、西湖の図に描かれた湖の周りにある

多くの寺院に注目し、その景観は日本の仏寺が異様に多いのと変らないことを

強調した。

次に、水戸藩藩士の佐藤中陵 (1762～ 1848）が書いた 『中陵漫録』巻之六の

中に、西湖に関する記述がある 30）。

中陵は江戸時代後期の本草学者、 実地の経験を積んで独力で本草学を究め、

練達の物産家と称せられた。彼は 『西湖遊覧志』の記述により、西湖景観を分

析した。西湖の湖水は周囲三里、深さは三尺と記され、宋代の大早魅で、干上がっ

たため、水は酒と同じ程度に珍重され、民は遠い所まで水を汲みに行った。中

陵は日本の湖は、上代からj回れることがなかったから、その点から比較しても、

西湖の水深は日本の湖より浅いと判断した。

しかし、西湖治乱の歴史を見てみると、政治の状況により荒廃と整備が何度

も繰り返されているD 西湖の水j固れは一時的な現象にすぎないであろう。上の

記述は単なるエピソードとしての面もあると考えられる。中陵の西湖認識は 『西

湖遊覧志Jという漢籍の分析から得られたものであって、 実際の状況と隔たり

が生じるのも無理はない。しかし中陵は自国の景観と大した変わりはない、も
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しかすると憧れていた西湖のほうが自国の湖より劣っているかもしれないと率

直な見解を述べている。こうして西湖景観を単なる憧れの対象としてとらえる

のではなく、科学的に評価しようとする知識人の姿勢も見られるようになった。

ともあれ、西湖の景観を用いて自国の名勝との比較が行われること自体、西湖

が江戸時代の名勝評価の基準であったことを裏付けるものである。これを基準

にいろいろと工夫をして日本庭園を造ったのである。

六結び

本論文は、日本庭園における西湖の表現をひとつの手掛りに、江戸時代庭園

における景観受容のあり方を検討した。西湖景観が日本に伝来した歴史的な経

緯について確認し、日本庭園における「西湖J景観の受容表現を四つの代表例

を挙げて考察した。これらの庭園における表現形成の要因として重要なのは、

西湖に対するイメージであり、その歴史的変選である。

日本庭園における西湖の表現は、時代の流れに沿って変選していった。当初

は、西湖景観の部分を取り出して表現することが主だ、ったが、時代が下るに従

い、 三山一湖というような全体的な雰囲気・景観を表現するようになった。そ

の傾向はしだいに強くなり、やがて西湖をモデルとした景勝地や縮景式庭固ま

でが造られるようになった。このことから「風景文化」の輸入のありかたを読

み取ることができる。また、受容過程において、西湖景観が日本の風土と日本

人の審美感覚に合うように工夫されて取り入れられた。

江戸時代になると、西湖に関する漢籍や絵画作品が多数伝来し、その解読や

鑑賞により共通の認識が養われてきたD 日本庭園の造形はこれらのイメージの

表象をよく反映するようになったと考えられる。漢籍の輸入を機に、未体験の

中国風景を想像し、その風景に見立てることのできる場所を名所として仕立て

あげ、それが大名庭園に具現化された。日本庭園での西湖表現はこういった漢

詩文をめぐる解読ないし誤読を繰り返すことによって洗練されてゆき、西湖の

景観に対する理解も深められていった。
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江戸時代の文人たちは庭園の美景や名勝を鑑賞し、漢詩文を作って表現し、

詠っていたD 彼らは西湖などの中国の景観と比較しながら自国の景観を評価し

たのである。ここでいう「西湖」は単なる美景ではなく、 一つの風景イメージ

として受け入れられたものと見るべきであろう。中国の景観を日本庭園で表現

する際、見立てられる景観そのものより、それへの想像・イメージが先行して

いたといってよい。西湖に対するイメージも、中国の漢詩文の中で表現されて

いる風景の方が先行していた。そうした中国の漢詩文を読むことによって、西

湖の風景を想像し、庭園の中に表現したのである。

本稿では、江戸初期の林家周辺の資料を中心に分析してみた。西湖は江戸初

期の文人の憧れの的のような存在であって、自国の景観を評価する基準とされ

るまで高く評価されていた。もちろん、林家の後、古文辞学派は盛唐詩に対す

る標傍、また大窪詩仏らの江湖詩社による南宋詩人の趣味に従って、西湖に対

する感’情が微妙に変わってきつつあったことも事実である（金文京氏の指摘） 31) 0 

さらに、幕末 ・明治時代の文学者たちによる武蔵野など日本の生活風景の発見、

西洋景観の流入などにより、昔の名所に対する認識が変りつつあったことは看

過できない。今後の課題としたい。
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1994「西湖と不忍池」『俳譜と漢文学J和漢比較文学叢書第十16巻 和漢比較文学学会編

＊討議要旨

鈴木淳氏は倫間亭十景について、「士峯積雪」 は富士山、 「武野草花jは武蔵野の草花というように、

大きな枠組みを西湖十景に借りているが、個々の事例は日本のものなのではないか、と尋ね、発表者

は、確かに大きなイメージは一致するが、細かい点についてはさらなる詩句の検討が必要であると思

う、と回答した。

相田満氏は堤と橋がどの例でも登場するが、それについてはどう考えているか、と質問し、発表者

は、橋は庭をつくる上で表現しやすい部分のため多用されたのだろう、と答えた。

ロパート ・キャンベル氏は近世の文芸思潮の変遷の中で、鷲峰や鳳岡の次の世代になり、 古文辞派

が台頭してくると西湖のイメージは、あまり使われなくなるということが起るのではないか。また、

後期になるとそれが解消され、大名庭園に限定されず、都市の風景の中に見立てとして使われるよう

になるのではないか。今回は大名庭園についての発表で、あったが、そうした方向に広げて考えていっ

てほしい、と述べた。
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